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エコロジー＆ 建築生態学の応用 

アップルは建設業許可法人(般-第 22168号)･二級建築士事務所(第 4088号)･住宅金融公庫住宅調査登録建築士事務所(第 16090044号) シックハウス診断士協会(一級)登録業者(第 08006101号)･知事認定・栃木県震災建物応急危険度判定士所属事務所(第 520号)です。

 

 

日本各地の古民家が見れる生田丘陵の緑地へ 
― 古民家の野外博物館・川崎市立日本民家園  

          平安末期に小田原北條氏の出城だった川崎市の枡形山は丘陵地 

帯でそこに日本民家園があります。急滅しつつある古民家を永く

将来に残す事を目的に昭和４２年開園しました。 

関東甲信越の代表的民家をはじめ､20 数件が移 

築され､昔の民家生活を再現しています。過去と 

未来を結ぶ民家園は、小田急線｢向ヶ丘遊園｣から 15 分程の場所。 

近くに岡本太郎美術館やハイキングコ-スもあり一日中楽しめますよ。 

「節分と八日僧」は民家の立春行事 
     民家園の北村家住宅で珍しい光景。庭に５ｍ程の棒が立ち 

先端に籠がある。立春の｢節分｣はよく知っていますが、2月 8日は｢物忌みの日｣と言わ 

れ｢八日僧｣と呼ばれる｢一つ目小僧｣の妖怪が家に現れたそう。人々は戸締りし静かに

      過ごし籠は､お守りの役目。また下駄を粗末にする 

子供は病気になると恐れたそう。昔話は子供達への 

大切な伝言だった。民家は知恵の宝庫と話す野村泰三 

氏は能登で活躍中の茅葺伝承職人。民家園を改修中 

です。物だけではない心の伝承を知ってもらいたい 
と熱く語ってくれました。    茅葺伝承職人野村氏⇒ 

  取材 ㈱アップル 大竹清彦 

 

「エコの先端をいく文化を取り戻す」江戸時代からある古材屋 
木材を再利用するのは当り前の時代だった。これがいつしか捨てる文化に 

変わってしまった。…究極のエコはそのままの形で出来るだけ長く使う 

ビンテージリフォームはそんな私達の考えが詰まったコンセプト・リフォームです。 

 

 

 

とてもロハス＆ エコなライフワークをご紹介！ 

 

  

■計画的なデザインで輪作＆日照の確保  
もう土作りの準備はお済みですか？いよいよ作付け。 
ポイントは､同じ作物を同じ場所で作る連作を避け野 
菜の種類ごと上手に移動する「輪作」です。 
トマト･ジャガイモのナス科､インゲン･エンドウの 
豆科､トウモロコシの稲科､小松菜･キャベツの油菜科 
イモ科を菜園の中で上手にロ-テ-ションしよう！ 

■日陰を利用  
成長した時の高さを考え､南に低いものを作付けしよう！ 

         ■小菜園で葉ものにトライ! 
                 小松菜･チンゲンサイ･水菜･春菊など 
               n の葉物は比較的簡単に出来そう。 
                 種は小さなポットで芽を出し⇒3～5 

㌢間隔で「うね」に移植するといい。 
     じか植えは､冷害にあわないようにネットを掛
     けた方が良いかもしれませんね。消毒せず生食

が美味しいオ-ガニック野菜にトライ！ 

家庭菜園に､自然素材100％で水はけ･保湿が抜群の魔法の土 
「ルーフソイル！」アップルのお勧めです。お求めは↓↓ 

 

ロハス・デザイン＆エコロジー・リフォーム 

 

 

 

 
 

 

2006･6 月 アップル施工： 東京都･大江戸野菜プロジェクトに参加 
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